
2024 年度第２回理事会議事録 

 

日 時 2024 年 4 月 12 日(金) 14：00～17：00  

会 場 ㈱ジェイテクト 東京ジェイテクトビル 会議室 および オンライン会議 

出席者  山内会長，他理事 24 名および監事 3 名の出席  

 

Web 会議システムにより，出席者の音声確認にて会議に入った．  

山内会長の挨拶に続き，議事に入った． 

 

議 事１ 役員の役割分担・中期活動予定確認の件 

役割分担表，ならびに中期活動予定について確認した． 

議 事２ 各部会委員会報告の件 

 １．事業部会 

1) 学術交流委員会関連 

①2025 年度春季大会（千葉工業大学）実行委員について承認した． 

 ②日本工学会 2024 年度会費（103,538 円）の支出について承認した． 

 

以下の報告があり了承した． 

1) 研究協力委員会関連 

①専門委員長会議を春季大会 1 日目（3/12（火））13：30～15:00 に開催した． 

②専門委員会・分科会研究レビュー特集（90 巻 10 号）の執筆について次の 6 委員会が担当する． 

レビュー記事：総合生産システム, 超砥粒ホイール検索性能に関する研究,  

マイクロ/ナノシステム研究, 超精密位置決め, プラナリゼーション CMP とその応用技術 

  グラビアインタビュー：画像応用技術 

2) 事業企画委員会関連 

①就任 10 年以上の委員(13 名)へ春季大会中の委員会にて感謝状を贈呈した． 

会誌 6 号に対象者を掲載予定． 

②講習会準備状況：第 436回講習会，第 437 回講習会，第 438 回講習会(共催:精密測定技術振興財団) 

③「第 12 回 学生のための精密工学先端技術講演会」を 10/19（土）に埼玉大学にて開催予定 

・企業参加費：賛助会員 12 万円，非賛助会員 15 万円（技術交流会費含む）の予定 

3) 学術交流委員会関連 

① 2024 年度春季大会学術講演会（東京大学）について 

・参加人数 1,443 名 （内訳：講演会参加 1,173 名，懇親会参加 270 名） 

・先端技術パネル・機器展示 20 社，バナー広告 17社，有料広告 7 社，カタログ展示 2 社 

・90 周年記念イベントについて 

研究交流パネル展示：89 件，大会期間中展示，コアタイム 大会 3 日目（3/14）14：30～16：00 

記念式典：大会 2 日目（3/13）に開催した． 

企業技術紹介セッション：大会 3 日目（3/14）に開催した． 

学生と企業との集い：170 名参加（学生 101 名，企業 35 名，その他実行委員等 34 名） 

大会 3 日目（3/14）に開催し，企業賞，卒研優秀講演賞の受賞者発表，賞状贈呈を行った． 

・第 31 回学生会員卒業研究発表講演会 

 アフィリエイト委員会にて，講演 PDF 原稿，講演発表の審査を行い，17 名の受賞が決定した． 

 最優秀講演賞 1 名，優秀講演賞 2 名，エクセレントプレゼンテーション賞 14 名 

 また，出展企業による企業賞 10 名が受賞．いずれも春季大会ページで受賞者を公表している． 

② 2024 年度秋季大会学術講演会（岡山大学）の準備状況を報告した． 

・半導体関連のシンポジウムを大会 1 日目（9/4）開催として検討中 

・2023 秋秋季大会同様のプロフェッショナルセッションを大会 2 日目（9/5）に予定 
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③ 2025 年度春季大会学術講演会（千葉工業大学）について

・3/17（月）～19（水），津田沼キャンパスで開催予定．実行委員長は松井伸介先生

④ 2025 年度春季大会以降の大会について

・2025 年度秋季大会 2025年 9/17（水）～19（金），京都大学 吉田キャンパスで開催予定

・2026 年度春季大会  埼玉大学で開催予定．日程は検討中 

4) 国際交流委員会関連

① ICPE2024 準備状況報告 2024 年 10/23（水）～27（日），東北大学で開催予定

・アブストラクト申込を 4/1（月）に締め切った．開催情報を学会ウェブサイトに掲載中

② PRESM2024（7/7（日）～12（金），釜山，Co-organizer），学会ウェブサイトに掲載中

・keynote Speaker に東京都立大学 金子新先生，東京農工大学 中本圭一先生を推薦した．

③ ASPEN2025 年は台湾（台北市内会議場），2027 年は中国（西安交通大学）にて開催予定

④ euspen talent programme 2024 に宇都宮大学，名古屋大学から各 1 名の申込があった．

5）アフィリエイト委員会関連

・2024 年度認定（第 16 期）アフィリエイト認定式を 3/13 に春季大会会場で開催した．

２．出版部会 

以下の報告があり了承した． 

1) 出版部会報告

① 会誌 4 月号から，論文の掲載を復活し，表紙には掲載論文の図を使用した(掲載料は 3 万円)．

② 特級校閲の期間を短縮した．

2) 会誌編集委員会

① 2024 年 5 月号～2025年 2 月号の会誌特集タイトル(仮を含む)を決定した．

② 2023 年度最終回（第 4 回）＆2024 年度第 1 回会誌編集委員会を 3/28 に行った．

③「名刺スタイル紹介」10 月号掲載分は，現在募集中．8/15（木）締切．

④ 第 2 回アフィリエイト座談会を学会誌へ掲載する．時期は未定．

⑤ 第 4 回「精密工学会 精密工学会誌インパクト賞」（2023 年 1 月から 2023 年 12 月末の期間

のアクセスデータが対象）の審査委員会を 3/28 に開催し受賞 10 記事を選定した． 

⑥ 次回会誌編集委員会は 5 月か 6 月に開催する予定． 2025 年新年号の WG も同時に開催する．

3) 校閲委員会

① 2024 年度第 4 回（最終回）校閲委員会を 3/12 に開催した．

・次年度以降の PE 誌 Associate Editor の選任は閻前委員長に一任することとした．

・「共同筆頭著者」制度の検討を今年度校閲委員会へ申し送ることとした．

・校閲協力委員の増員策を検討した．専門委員会にも協力を仰ぐ必要性があるとの意見があった． 

② 特急校閲は、2024 年 4 月 1 日より新制度の運用を開始した．

・投稿日から 14 日程度で査読結果を返す．

・料金はページ数に関わらず 1 編につき 50,000 円（投稿時に請求）．

・校閲者のへの謝礼は 5000 円の図書カード（従来 2000 円）とした．

③ 投稿論文は，審議により，論文 2 編の採択を承認した．

④ 特急校閲の状況を報告した．

⑤ 次回校閲委員会を 6 月頃に開催予定

３．広報・情報部会 

以下の報告があり了承した． 

1) レンタルサーバの切り替えについて

・本会サーバを使用している支部・専門委員会等のサイト移行作業状況を報告した．

コンテンツ移行・DNS 切替の完了は、6 支部，10 専門委員会等，未完了は 1 支，部他 2 件

・CPI サーバとの契約は 1 年延長し 2025 年 4 月末までとした．

2) トップページバナー広告について、4 件を報告した．
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3)90 周年記念バナー広告の申込状況を報告した， 

4) ホームページのメンテナンスについて 

・トップページスライド，支部ページの内容追加等を報告した． 

・90 周年記念事業ページは，90 周年記念特集号からの各種記事転載，90 周年記念ロゴマークの説

明を追加した． 

5) 精密工学基礎講座について，執筆・公開状況（2 件）、新規企画（１件）を報告した． 

6)Web 用語集「Precipedia」は，今後の対応を検討する． 

7) 英語ホームページの改良状況を報告した． 

8) 賛助会員企業紹介記事の作成状況を報告した． 

9) 学生向け情報は「インターンシップ・就職情報」に「工場見学」を加え，賛助会員企業に広告募 

集依頼する. 先着 5 社限定で，無料掲載する． 

10) SNS・メールマガジンについて，メールマガジンは，毎月 5 日と 25 日に配信中 

・Facebook への投稿は，2024 年 4 月号から学会誌表紙を編集後記と共に掲載する． 

４．財務委員会 

＜承認事項＞ 

支部活動費積立資産規則の限度額を 3000 万円から 5000 万円に変更することを承認した． 

＜報告事項＞ 

1)税務調査報告について 

源泉所得税を対象とした税務調査が 4 月 2～4 日に行われた． 

対象期間は，令和 2 年 1 月～令和 6 年 2 月迄 

講演者の謝金以外の交通費・宿泊費に対する源泉所得税の対象・非対象に関して，不明確な部分が 

あり資料を提出する．  

2)財務状況の現状説明を行った． 

議 事３ 2024 年度各部会委員承認の件 

    各部会より本年度の委員の提案があり，それぞれ提案どおり承認した． 

議 事４ 賞審査委員会設置の件 

学会賞，技術賞，技術奨励賞，ものづくり賞の審査等関連委員会の設置と各委員長を提案どおり承認

した． 

議 事５ 2023 年度事業報告等の主務官庁への報告の件 

    報告提出内容について説明があり，提案どおり了承した． 

議 事６ 2024 年度支部／専門委員会活動運営費配賦の件 

本年度の支部活動運営費の配賦額（総額約 637 万円），ならびに専門委員会への配賦額（総額 6.3

万円）を承認した．4 月末までに各支部ならびに各専門委員会に送金する．  

議 事 7 その他 

1）表彰・助成推薦・共催の件 

 ・日本学術振興会育志賞は，学会締切を 5 月 8 日として学会 HP で公開することにした． 

    ・2024 年度島津賞・島津奨励賞は，学会締切を 7 月 10 日として会誌，HP で公開することとした． 

2）会員状況報告の件 

3～4 月期の入会／退会の状況                   

入会／退会 正会員：19／11  学生会員：5/3  学生 Web：27／33  賛助：2/0 

前年同月比 正会員：▲15    学生会員：+28  学生 Web：＋214   賛助：＋3 

3) その他 

    ・2024 年度年間の会議等日程，会場の確認を行った． 

・理事会ＷＧ関して，次回業務執行委員会（5/24）でテーマおよび委員を確定する予定． 

・メールアドレスおよび理事会交通費についての説明があった． 

・「ミライの学会」を語るシンポジウム（主催：情報処理学会他）の紹介があった． 

以上 
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